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民藝アーカイヴｼｱﾀｰ
DvD販売中

創立70周年記念公演

｢想い出のチェーホフ」
作＝レオニード・マリユーギン
訳=牧原純 演出=丹野郁弓
出演=奈良岡朋子、樫山文枝、
日色ともゑ、西川明、
佐々木梅治、篠田三郎
価格＝5,500円(税込）
｢民萎の仲間｣会員特別価格＝5,000円(税込〕

収録時間＝2時間15分

幻の舞台が今、
スタジオ演劇としてよみがえる！
2020年、緊急事態宣言発出により公演中止と

なった「想い出のチェーホフ」が映像作品とし
て完成。新たに収録した映像に、奈良岡朋子

の舞台音声(1971年3月12日・紀伊國屋ホー

ルで録音)をもとに出演シーンを加え再構成。
初版限定500枚を『オツトーと呼ばれる日本人」

劇場ロビーで限定販売。

クリスマスを舞台に
激動の5年間を描く、斎藤憐の代表作！

蝿､
『グレイクリスマス』
作=斎藤憐 演出=丹野郁弓
価格＝4,400円(税込）収録時間＝2時間22分
2022年4月収録

［人の世に熱あれ､人間に光あれJ
2022年8月に民藝稽古場で上演した話題作！

偽､
稽古場特別公演｢破戒』
原作=島崎藤村 脚色=村山知義
演出＝岡本健一
価格＝4‘400円(税込）収録時間＝2時間10分

お申込み・お問合せ
TEL O44-987-7711  FAX O44-986-0034 seisaku@gekidanmingei.cojp

劇団民藝・制作部まで
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目
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Ｚ
日
本
が
日
本
で
あ
る
た
め
に
は
木
下
順
二

８
 
雑
記
丹
野
郁
弓

、
 
再
び
、
神
と
人
Ｌ

ｕ
 
４
人
の
出
演
者
が
語

再
び
、
神
と
人
と
の
あ
い
だ
で
 
最
上
敏
樹

４
人
の
出
演
者
が
語
る

交
差
す
る
時
代
と
こ
と
ば
の
な
か
で
ｌ

神
敏
将
中
地
美
佐
子
千
葉
茂
則
桜
井
明
美

稽
古
場
か
ら
／
出
演
者
紹
介

シ
リ
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ズ
会
い
た
い
 
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

加
藤
哲
郎
さ
ん
 
聞
き
手
河
野
孝

尾
崎
秀
実
が
捧
げ
た
忠
誠
 
加
藤
陽
子

木
下
順
二
作
品
劇
団
民
藝
上
演
年
表

築
地
小
劇
場
開
場
百
周
年
（
二
）

築
地
小
劇
場
と
二
人
の
女
性

ｌ
山
本
安
英
と
江
津
萩
枝
青
木
笙
子

２
０
２
４
年
劇
団
民
藝
上
演
作
品

『
や
さ
し
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猫
』
前
回
の
舞
台
よ
り

次
回
公
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『
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バ
チ
と
さ
く
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ッ
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熱
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無
恥
加
藤
哲
郎
さ
ん

［
聞
き
手
 
河
野
孝
］

伝
説
的
ス
パ
イ
マ
ス
タ
ー
の
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ゾ
ル
ゲ
と
尾
崎

秀
実
が
処
刑
さ
れ
て
か
ら
今
年
は
帥
年
。
劇
団
民
藝
は
ゾ
ル
ゲ

事
件
を
題
材
と
し
た
木
下
順
二
作
『
オ
ッ
ト
ー
と
呼
ば
れ
る
日

本
人
』
（
１
９
６
２
年
初
演
）
を
上
演
す
る
。
ゾ
ル
ゲ
事
件
は
発

生
当
時
か
ら
謎
も
多
く
、
時
代
時
代
に
新
た
な
資
料
や
発
見
が

明
ら
か
に
な
っ
て
実
像
や
評
価
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
今

回
、
初
演
か
ら
４
度
目
の
上
演
に
際
し
て
、
「
尾
崎
Ⅱ
ゾ
ル
ゲ

研
究
会
」
代
表
を
務
め
〃
国
際
歴
史
探
偵
″と
の
声
望
も
高
い
加

藤
哲
郎
・
一
橋
大
名
誉
教
授
に
事
件
の
背
景
、
意
味
な
ど
に
つ

い
て
新
た
な
観
点
か
ら
の
解
説
を
お
願
い
し
た
。

ｌ
『
オ
ッ
ト
ー
と
呼
ば
れ
る
日
本
人
』
を
ご
覧
に
な
っ
た

こ
と
は
？

加
藤
 
東
京
大
学
新
聞
の
記
者
を
し
て
い
た
１
９
６
６
年

に
一
度
見
て
い
ま
す
。
新
劇
の
舞
台
を
見
た
の
は
こ
れ
が
初

め
て
で
し
た
。

Ｉ
再
演
の
と
き
で
す
ね
。
芝
居
は
結
構
ご
覧
に
な
り
ま
す

か
。

加
藤
 
時
間
的
な
余
裕
も
な
く
、
あ
ま
り
見
ま
せ
ん
。
た
だ
、

『
ワ
イ
マ
ー
ル
期
ベ
ル
リ
ン
の
日
本
人
』
（
岩
波
書
店
、
昭
年
）

の
研
究
で
は
、
生
前
の
千
田
是
也
さ
ん
に
幾
度
も
お
会
い
し
、

村
山
知
義
や
土
方
与
志
の
留
学
時
代
を
調
べ
ま
し
た
。
メ
キ

シ
コ
大
学
院
大
学
客
員
教
授
の
時
に
現
地
調
査
し
て
、
菅
孝

せ
き

行
編
『
佐
野
碩
１
人
と
仕
事
１
９
０
５
‐１
９
６
６
』
（
藤

原
書
店
、
巧
年
）
に
寄
稿
し
て
い
ま
す
。
佐
野
は
プ
ロ
レ
タ
リ

ｌ
ド
イ
ツ
は
初
め
駐
日
大
使
が
ゾ
ル
ゲ
の
逮
捕
に
猛
烈
に

抗
議
し
て
い
ま
す
ね
。

加
藤
 
ゾ
ル
ゲ
は
オ
ッ
ト
大
使
の
私
的
顧
問
を
務
め
る
ほ
ど

信
頼
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
事
件
で
は
治
安
維
持
法
違
反
な
ど

で
１
０
０
人
以
上
が
尋
問
を
受
け
、
最
終
的
に
弱
人
が
被

告
に
な
り
ま
す
が
、
新
聞
に
出
た
の
は
「
内
外
人
五
名
が
首

魁
」
と
ゾ
ル
ゲ
、
尾
崎
、
マ
ッ
ク
ス
・
ク
ラ
ウ
ゼ
ン
と
い
う

無
線
技
士
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ブ
ー
ケ
リ
ッ
チ
、
宮
城
与

徳
で
す
。
た
だ
し
虹
年
に
公
布
さ
れ
た
ば
か
り
の
国
防
保
安

法
は
国
家
機
密
を
漏
ら
し
た
者
を
厳
し
く
処
罰
す
る
法
律
で
、

尾
崎
の
友
人
で
公
爵
家
の
西
園
寺
公
一
、
元
首
相
の
息
子
の

犬
養
健
も
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。
尾
崎
、
ゾ
ル
ゲ
は
死
刑
判
決

を
受
け
、
ソ
連
の
革
命
記
念
日
だ
っ
た
“年
ｎ
月
７
日
に
絞

首
刑
に
さ
れ
ま
す
。

ｌ
死
刑
は
と
の
２
人
だ
け
で
公
表
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
般
国
民
は
全
然
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
ね
。

加
藤
国
民
が
ゾ
ル
ゲ
事
件
を
知
る
の
は
戦
後
で
す
。
尾
崎

秀
実
が
獄
中
か
ら
妻
や
子
供
に
宛
て
た
書
簡
集
『
愛
情
は
ふ

る
星
の
ご
と
く
』
（
妬
年
）
が
出
て
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
る
。

ゾ
ル
ゲ
の
愛
人
だ
っ
た
石
井
花
子
『
人
間
ゾ
ル
ゲ
』
⑮
年
）
も

出
て
き
ま
す
。
戦
前
日
本
に
も
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
反
対
し
行
動

し
た
反
戦
グ
ル
ー
プ
が
い
た
と
い
う
評
価
で
す
。
そ
れ
は
ソ

連
に
情
報
を
流
す
と
い
う
行
為
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
ソ
連

も
日
独
伊
三
国
同
盟
に
対
抗
す
る
連
合
国
の
一
員
で
反
フ
ァ

シ
ズ
ム
の
一
翼
だ
っ
た
と
い
う
の
が
、
媚
年
ご
ろ
ま
で
支
配

的
な
見
方
で
し
た
。

ｌ
そ
れ
が
一
転
し
て
流
れ
が
変
わ
る
。

加
藤
占
領
政
策
の
転
換
、
い
わ
ゆ
る
「
逆
コ
ー
ス
」
と
一

緒
で
す
。
１
９
４
９
年
２
月
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
ウ
ィ
ロ
ビ
ー
将

軍
率
い
る
参
謀
二
部
（
Ｇ
２
）
の
作
っ
た
米
国
陸
軍
省
報
告
が

ア
演
劇
の
先
駆
者
と
し
て
活
躍
し
た
後
、
１
９
３
０
年
代

に
ソ
連
で
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
に
師
事
し
、
ス
タ
ー
リ
ン
粛
清

で
国
外
追
放
に
な
っ
て
メ
キ
シ
コ
に
渡
り
、
「
メ
キ
シ
コ
演

劇
の
父
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

ｌ
加
藤
先
生
は
英
国
、
米
国
、
ド
イ
ツ
、
イ
ン
ド
な
ど
海

外
経
験
が
豊
富
で
す
が
、
ゾ
ル
ゲ
事
件
に
関
心
を
持
っ
た

き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た
ん
で
す
か
。

加
藤
 
私
が
ゾ
ル
ゲ
事
件
に
関
心
を
持
っ
た
の
は
、
沖
縄
の

差
別
と
移
民
の
問
題
か
ら
で
す
。

ｌ
沖
縄
問
題
か
ら
？

加
藤
ソ
連
で
粛
清
さ
れ
た
日
本
人
の
研
究
を
１
９
９
０

年
代
に
や
っ
て
い
ま
し
た
。

ｌ
『
モ
ス
ク
ワ
で
粛
清
さ
れ
た
日
本
人
』
（
青
木
書
店
典
年
）

と
い
う
本
を
出
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

加
藤
 
１
９
３
０
年
代
の
在
露
日
本
人
は
１
０
０
人
ぐ
ら

い
で
す
が
、
野
坂
参
三
を
例
外
と
し
て
こ
と
ご
と
く
日
本
の

ス
パ
イ
と
さ
れ
、
大
多
数
が
銃
殺
で
、
生
き
延
び
て
も
強
制

収
容
所
（
ラ
ー
ゲ
リ
）
送
り
や
国
外
追
放
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
中
の
、
人
近
く
が
沖
縄
出
身
で
す
。
沖
縄
か
ら
職
を
求
め

て
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
に
渡
り
、
人
種
差
別
と
過
酷
な
労
働
条

件
に
抵
抗
し
て
米
国
共
産
党
に
入
り
、
中
国
人
や
フ
ィ
リ
ピ

ン
人
労
働
者
と
共
に
ス
ト
ラ
イ
キ
を
し
て
国
外
追
放
に
な
り

日
本
に
帰
れ
ば
治
安
維
持
法
で
捕
ま
る
の
で
当
時
「
労
働
者

の
祖
国
」
と
呼
ば
れ
た
ソ
連
に
渡
り
ま
し
た
。
ロ
ン
グ
ビ
ー

チ
事
件
と
い
い
ま
す
。

ｌ
ど
こ
か
の
〃
地
上
の
楽
園
〃
み
た
い
な
ユ
ー
ト
ピ
ア
で

す
ね
。

加
藤
 
そ
の
ア
メ
リ
カ
か
ら
ソ
連
に
亡
命
し
て
銃
殺
さ
れ
た

沖
縄
人
の
１
人
が
宮
城
与
三
郎
で
、
ゾ
ル
ゲ
事
件
で
捕
ま
る

画
家
の
宮
城
与
徳
の
い
と
こ
で
し
た
。

出
て
「
赤
色
ス
パ
イ
団
」
と
さ
れ
ま
す
。
「
ウ
ィ
ロ
ビ
ー
報
告
」

で
す
が
、
背
景
に
は
ア
メ
リ
カ
の
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
が
あ
り

ま
し
た
。
日
本
の
特
高
警
察
記
録
に
も
と
づ
き
被
告
の
名
前

を
全
部
出
し
、
事
件
の
発
覚
は
戦
後
日
本
共
産
党
の
指
導
者

に
な
っ
た
伊
藤
律
が
戦
前
警
察
に
洩
ら
し
た
情
報
だ
っ
た
と

し
ま
し
た
。

ｌ
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
っ
て
「
赤
狩
り
」
で
す
ね
。

加
藤
 
は
い
・
す
で
に
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
映
画
関
係
者
へ
の
弾

圧
が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
新
中
国
建
国
の
頃
で
、

ウ
ィ
ロ
ビ
ー
報
告
の
狙
い
は
米
国
人
作
家
の
ア
グ
ネ
ス
・
ス

メ
ド
レ
ー
や
毛
沢
東
の
会
見
記
を
書
い
た
エ
ド
ガ
ー
・
ス

ノ
ー
た
ち
を
共
産
主
義
者
の
非
米
活
動
だ
と
告
発
す
る
た
め

に
、
戦
前
日
本
の
ゾ
ル
ゲ
事
件
を
典
型
的
事
例
と
し
て
出
し

て
き
た
の
で
す
。
ソ
連
は
世
界
中
で
共
産
主
義
者
を
使
っ
た

ス
パ
イ
活
動
を
し
て
い
る
、
米
国
の
政
府
機
関
内
に
も
、
在

外
公
館
や
報
道
関
係
者
の
中
に
も
「
赤
色
ス
パ
イ
」
は
潜
り

込
ん
で
い
る
と
い
う
の
で
す
。

ｌ
握
造
で
す
か
。

加
藤
ス
メ
ド
レ
ー
は
自
分
は
共
産
党
員
で
は
な
い
と
陸
軍

省
に
抗
議
し
、
い
っ
た
ん
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
イ
ギ
リ
ス

ｌ
劇
中
で
は
「
ジ
ョ
ー
と
呼
ば
れ
る
日
本
人
」
に
当
た
り

ま
す
ね
。

加
藤
沖
縄
の
人
た
ち
に
と
っ
て
の
ゾ
ル
ゲ
事
件
は
宮
城
与

徳
に
収
数
し
ま
す
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
移
民
し
た
与
三
郎

た
ち
は
ソ
連
に
逃
げ
て
粛
清
さ
れ
、
与
徳
は
米
国
共
産
党
か

ら
日
本
に
派
遣
さ
れ
て
、
初
め
は
短
期
間
で
帰
れ
る
と
い
う

約
束
だ
っ
た
の
に
、
一
○
年
近
く
も
諜
報
活
動
に
使
わ
れ
ま

し
た
。

ｌ
逮
捕
さ
れ
て
、
未
決
勾
留
中
に
結
核
で
獄
死
し
て
し
ま

い
ま
す
ね
。

加
藤
 
そ
ん
な
こ
と
を
ス
タ
ー
リ
ン
粛
清
研
究
と
し
て
発
表

し
ま
し
た
。
朝
日
新
聞
モ
ス
ク
ワ
支
局
長
だ
っ
た
白
井
久
也

さ
ん
や
社
会
運
動
史
家
の
渡
部
富
哉
さ
ん
が
中
心
の
「
日
露

歴
史
研
究
セ
ン
タ
ー
」
に
招
か
れ
て
話
を
し
た
ら
、
新
し
い

視
点
だ
と
歓
迎
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
政
治
史
の
研
究
で
、
ロ

シ
ア
の
公
文
書
館
で
ソ
連
時
代
の
秘
密
文
書
を
集
め
、
ア
メ

リ
カ
国
立
公
文
書
館
で
Ｇ
Ｈ
Ｑ
や
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
文
書
を
収
集
し

て
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
副
産
物
で
し
た
。

ｌ
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
調
べ
て
い
く
わ
け
で
す
ね
。

加
藤
敗
戦
前
に
ゾ
ル
ゲ
事
件
が
新
聞
報
道
さ
れ
た
の
は
、

１
９
４
２
年
５
月
Ⅳ
日
の
司
法
省
発
表
一
回
だ
け
で
し
た
。

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
の
直
前
で
す
。

ｌ
控
え
め
な
新
聞
記
事
で
す
よ
ね
。

加
藤
新
聞
は
ど
こ
も
ト
シ
。
フ
記
事
は
南
洋
で
米
軍
を
壊
滅

さ
せ
た
大
本
営
発
表
で
、
下
の
ほ
う
に
「
国
際
諜
報
団
検
挙

さ
る
」
と
い
う
４
段
見
出
し
の
記
事
が
出
て
き
ま
す
。
不
思

議
な
の
は
、
ソ
連
や
ド
イ
ツ
と
い
う
名
前
が
一
言
も
出
て
き

ま
せ
ん
。
当
時
ド
イ
ツ
は
同
盟
国
、
ソ
連
と
は
中
立
条
約
が

あ
っ
て
親
善
国
で
す
。
そ
れ
で
報
道
が
統
制
さ
れ
、
国
際
共

産
主
義
の
ス
パ
イ
団
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

へ
渡
っ
て
す
ぐ
に
病
死
し
ま
す
。
木
下
順
二
の
劇
中
で
は
「
宋

夫
人
と
呼
ば
れ
る
ア
メ
リ
カ
人
」
が
ス
メ
ド
レ
ー
の
こ
と
で
、

尾
崎
と
ゾ
ル
ゲ
と
ス
メ
ド
レ
ー
は
共
同
租
界
の
中
華
料
理
店

で
出
会
う
設
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
劇
中
で
は
林
（
は

や
し
、
中
国
音
で
リ
ン
）
と
い
う
偽
名
を
持
つ
日
本
人
が
三
人

と
一
緒
で
す
。
こ
の
林
が
、
尾
崎
の
友
人
で
大
陸
浪
人
だ
っ

た
川
合
貞
吉
で
、
ウ
ィ
ロ
ビ
ー
報
告
で
は
ス
メ
ド
レ
ー
邸
で

の
三
人
の
会
合
に
同
席
し
た
唯
一
の
生
き
残
り
証
人
と
さ
れ

ま
す
。

ｌ
川
合
も
ゾ
ル
ゲ
事
件
で
検
挙
さ
れ
て
ま
す
ね
。

加
藤
 
懲
役
加
年
で
す
。
と
こ
ろ
が
ゾ
ル
ゲ
と
尾
崎
が
ス
メ

ド
レ
ー
邸
で
秘
密
の
会
議
を
持
ち
自
分
も
同
席
し
た
と
い
う

の
は
、
実
は
川
合
の
作
り
話
だ
っ
た
の
で
す
。
私
は
ア
メ
リ

カ
の
国
立
公
文
書
館
で
調
べ
確
認
し
た
の
で
す
が
、
な
ん
と

川
合
は
米
軍
の
ス
パ
イ
で
、
月
二
万
円
の
金
を
渡
さ
れ
、
ス

メ
ド
レ
ー
が
共
産
主
義
者
だ
っ
た
と
証
言
す
る
た
め
に
、
ス

メ
ド
レ
ー
邸
で
の
会
合
を
で
っ
ち
上
げ
た
の
で
す
。

ｌ
ゾ
ル
ゲ
事
件
発
覚
の
き
っ
か
け
は
、
如
年
に
検
挙
さ
れ

た
日
本
共
産
党
の
伊
藤
律
が
出
所
と
引
き
換
え
に
元
米
国
共

産
党
員
の
北
林
ト
モ
（
劇
中
、
南
田
の
お
ば
ち
ゃ
ん
）
を
密
告
し
、

そ
の
北
林
の
監
視
で
宮
城
が
捕
ま
り
、
「
ゾ
ル
ゲ
諜
報
団
」

の
検
挙
に
連
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
？

加
藤
 
Ｇ
２
の
占
領
軍
民
間
情
報
局
（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
）
に
属
し
て
い

た
ポ
ー
ル
・
ラ
ッ
シ
ュ
中
佐
と
ウ
ィ
ロ
ビ
ー
が
お
膳
立
て
し

た
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。
当
時
の
日
本
共
産
党
の
指
導
者
だ
っ

た
伊
藤
律
を
お
と
し
め
て
党
内
に
疑
心
暗
鬼
を
広
め
る
た
め

と
、
ス
メ
ド
レ
ー
を
共
産
主
義
者
に
仕
立
て
上
げ
る
と
い
う

２
つ
が
大
き
な
目
的
で
し
た
。
そ
の
シ
ナ
リ
オ
に
沿
っ
て
、

川
合
貞
吉
が
詳
し
く
証
言
し
た
の
で
す
。
ラ
ッ
シ
ュ
の
方
は

も
と
も
と
聖
公
会
牧
師
で
、
「
ア
メ
リ
カ
ン
・
フ
ッ
ト
ポ
ー
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ル
の
父
」
「
清
里
の
父
」
（
山
梨
県
北
杜
市
）
と
し
て
有
名
に
な

り
ま
す
が
、
占
領
軍
随
一
の
日
本
通
と
し
て
、
裏
の
顔
が
あ
っ

た
の
で
す
。
尾
崎
秀
樹
の
『
生
き
て
い
る
ユ
ダ
』
翁
年
）
や

松
本
清
張
の
『
日
本
の
黒
い
霧
』
（
帥
年
）
は
、
ゾ
ル
ゲ
事
件

に
関
し
て
は
「
ウ
ィ
ロ
ビ
ー
報
告
」
を
も
と
に
し
て
い
る
の

で
、
今
日
で
は
訂
正
が
必
要
で
す
。

ｌ
先
生
が
書
か
れ
た
『
ゾ
ル
ゲ
事
件
 
覆
さ
れ
た
神
話
』

（
皿
年
）
は
川
合
証
言
を
否
定
し
て
ま
す
ね
。

加
藤
 
私
の
平
凡
社
新
書
で
は
、
ゾ
ル
ゲ
と
尾
崎
が
上
海
時

代
に
会
う
き
っ
か
け
を
作
っ
た
の
は
、
ス
メ
ド
レ
ー
で
は
な

く
、
米
国
共
産
党
日
本
人
部
か
ら
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
指
示
で

中
国
に
渡
っ
た
鬼
頭
銀
一
だ
っ
た
と
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

鬼
頭
は
犯
年
に
南
洋
パ
ラ
オ
島
で
不
審
死
し
ま
す
。
そ
れ
で

ゾ
ル
ゲ
事
件
研
究
者
み
た
い
に
さ
れ
た
の
で
す
が
、
実
は
私

は
ゾ
ル
ゲ
事
件
に
つ
い
て
本
を
書
い
た
の
は
こ
の
新
書
１
冊

だ
け
で
、
あ
と
は
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
報
告
・
講
演

記
録
や
資
料
集
の
編
集
・
解
説
で
す
。

ｌ
ゾ
ル
ゲ
の
伝
え
た
情
報
の
価
値
は
、
帝
国
日
本
の
南
進

策
を
伝
え
た
と
言
わ
れ
ま
す
が
：
…
・
・

加
藤
関
東
軍
は
極
東
ソ
連
軍
と
対
時
し
て
い
ま
し
た
が
、

ゾ
ル
ゲ
は
尾
崎
を
通
し
て
御
前
会
議
で
日
本
が
資
源
獲
得
の

た
め
南
に
向
か
う
方
針
を
決
め
た
と
い
う
情
報
を
得
た
。
な

ら
ば
ソ
連
軍
は
西
の
戦
線
に
兵
力
を
回
し
独
ソ
戦
に
使
う
こ

と
が
で
き
る
。
そ
れ
で
ソ
連
軍
は
ド
イ
ツ
に
勝
つ
こ
と
が
で

き
た
と
い
う
の
が
ゾ
ル
ゲ
の
大
功
績
と
さ
れ
、
「
大
祖
国
戦

争
の
英
雄
」
「
愛
国
者
」
と
賞
揚
さ
れ
た
理
由
で
し
た
。

ｌ
英
雄
に
祭
り
上
げ
て
い
っ
た
の
で
す
ね
。

加
藤
 
最
新
の
ブ
ェ
シ
ュ
ン
編
『
ゾ
ル
ゲ
・
フ
ァ
イ
ル
』
（
み

す
ず
書
房
、
翠
年
）
に
出
て
き
ま
す
が
、
実
は
ソ
連
崩
壊
後
に

ゾ
ル
ゲ
が
送
っ
た
通
信
文
が
６
５
０
通
も
見
つ
か
っ
て
。

で
す
か
ら
、
歴
史
的
事
実
に
つ
い
て
は
正
確
で
な
い
問
題
点

も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
こ
と
で
、
尾
崎

を
主
人
公
と
し
た
木
下
の
演
劇
の
価
値
が
損
な
わ
れ
る
わ
け

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

ｌ
戯
曲
が
書
か
れ
た
時
代
状
況
は
帥
年
安
保
が
あ
っ
て
、

木
下
自
身
が
、
こ
れ
は
日
本
人
の
「
主
体
造
出
」
の
問
題
と

し
て
書
い
た
と
言
っ
て
ま
す
。
だ
か
ら
オ
ッ
ト
ー
と
い
う
人

物
の
中
に
、
日
本
人
が
歴
史
の
中
で
生
き
る
主
体
的
な
問
題

が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
。

加
藤
 
そ
の
と
お
り
で
す
。
木
下
順
二
は
東
西
冷
戦
下
の
い

わ
ば
日
本
の
争
点
、
尾
崎
秀
実
は
反
戦
の
愛
国
者
だ
っ
た
か

国
を
売
っ
た
裏
切
り
者
か
と
い
う
議
論
に
、
正
面
か
ら
取
り

組
ん
だ
と
い
え
ま
す
。

ｌ
な
る
ほ
ど
。

加
藤
木
下
順
二
は
、
帥
年
安
保
の
時
点
で
、
尾
崎
を
も
う

一
度
復
興
し
よ
う
と
試
み
た
。
つ
ま
り
、
時
代
の
流
れ
に
身

を
任
す
受
動
的
個
人
で
は
な
く
、
実
存
を
賭
け
た
主
体
的
選

択
の
重
要
性
で
す
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
尾
崎
秀
実
が
、
あ
る

種
の
個
人
的
な
使
命
感
に
駆
ら
れ
て
国
家
の
中
枢
、
近
衛
内

閣
の
嘱
託
に
な
り
な
が
ら
、
そ
の
内
部
で
あ
る
種
の
反
抗
を

す
る
。
同
時
に
家
庭
を
愛
し
て
や
ま
な
い
日
本
人
で
も
あ
っ

た
と
い
う
、
い
わ
ば
近
代
化
さ
れ
た
人
間
像
を
尾
崎
に
投
影

し
た
形
で
す
ね
。

Ｉ
当
時
の
政
治
状
況
は
緊
迫
し
て
い
ま
し
た
。

加
藤
 
帥
年
当
時
は
、
安
保
条
約
は
日
本
を
ア
メ
リ
カ
に
売

る
も
の
だ
と
い
う
反
発
が
広
が
っ
て
い
た
。
木
下
順
二
は
自

立
し
た
個
人
の
作
る
自
立
し
た
国
を
目
指
し
て
い
た
わ
け
で
、

そ
ん
な
動
き
を
戦
時
中
に
探
っ
て
尾
崎
秀
実
と
い
う
個
性
を

見
出
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
英
語
版
の
訳
者
た
ち
は
、
サ

ル
ト
ル
の
実
存
主
義
の
影
響
を
見
て
い
ま
す
ね
。

ゾ
ル
ゲ
の
諜
報
活
動
の
ほ
ぼ
全
貌
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
確
か
に
御
前
会
議
の
南
進
情
報
は
ス
タ
ー
リ
ン

ま
で
届
い
た
け
れ
ど
も
、
他
の
ル
ー
ト
か
ら
も
情
報
は
あ
り
、

も
と
も
と
「
二
重
ス
パ
イ
」
と
疑
わ
れ
て
い
た
ゾ
ル
ゲ
情
報

が
決
定
的
だ
っ
た
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
フ
ェ
シ
ュ
ン

に
よ
れ
ば
、
当
時
の
日
本
か
ら
ソ
連
に
情
報
を
送
っ
て
い
た

諜
報
員
は
ゾ
ル
ゲ
だ
け
で
は
な
く
、
ほ
か
に
５
人
以
上
い
た

と
出
て
き
ま
す
。

ｌ
え
、
そ
ん
な
に
も
？

加
藤
 
そ
れ
も
女
性
が
３
人
ぐ
ら
い
。
ゾ
ル
ゲ
の
知
ら
な
い

と
こ
ろ
で
、
米
国
大
使
館
や
ド
イ
ツ
大
使
館
に
も
秘
か
に
潜

入
し
て
い
た
。
全
部
コ
ー
ド
ネ
ー
ム
な
の
で
こ
れ
か
ら
研
究

が
必
要
で
す
が
、
ゾ
ル
ゲ
が
い
な
く
て
も
、
日
本
の
情
報
は

ソ
連
に
筒
抜
け
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。

ｌ
ゾ
ル
ゲ
事
件
の
映
画
も
作
ら
れ
ま
し
た
ね
。

加
藤
 
古
く
は
黒
沢
明
監
督
の
「
わ
が
青
春
に
悔
い
な
し
」

（
妬
年
）
、
最
近
で
は
篠
田
正
浩
監
督
の
「
ス
パ
イ
・
ゾ
ル
ゲ
」

（
”年
）
が
あ
り
ま
す
が
、
田
年
の
日
仏
合
作
映
画
で
、
イ
ヴ
．

シ
ャ
ン
ピ
監
督
が
作
り
、
妻
だ
っ
た
岸
惠
子
さ
ん
が
主
演
し

た
「
真
珠
湾
前
夜
」
が
重
要
で
す
。
３
年
後
の
弘
年
、
ソ
連

の
ク
レ
ム
リ
ン
で
の
試
写
会
で
上
映
さ
れ
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ

が
こ
ん
な
立
派
な
人
物
が
い
た
の
か
と
驚
い
て
調
べ
さ
せ
、

ゾ
ル
ゲ
が
英
雄
視
さ
れ
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
は
、
ゾ
ル
ゲ
の
存
在
そ
の
も
の
が
認
め
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
の
で
す
。

ｌ
名
誉
回
復
す
る
わ
け
で
す
ね
。

加
藤
 
そ
の
経
緯
は
、
よ
う
や
く
最
近
、
岸
惠
子
さ
ん
の
『
岸

惠
子
自
伝
』
（
岩
波
書
店
、
虹
年
）
、
オ
ー
ウ
ェ
ン
・
マ
シ
ュ
ー

ズ
『
ゾ
ル
ゲ
伝
』
（
み
す
ず
書
房
、
翠
年
）
刊
行
で
、
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

Ｉ
今
改
め
て
作
品
に
感
じ
る
こ
と
は
？

加
藤
 
帥
年
安
保
を
背
景
に
し
た
蛇
年
初
演
の
こ
ろ
は
、
戦

前
・
戦
中
の
共
産
党
の
獄
中
非
転
向
と
並
ん
で
、
尾
崎
や
ゾ

ル
ゲ
の
グ
ル
ー
プ
が
思
想
的
に
節
操
を
守
っ
た
と
い
う
話
が
、

そ
れ
な
り
の
感
動
を
与
え
ま
し
た
。
政
府
の
国
会
強
行
採
決

や
反
対
運
動
弾
圧
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
そ
れ
へ
の
反
発
が

『
オ
ッ
ト
ー
と
呼
ば
れ
る
日
本
人
』
が
歓
迎
さ
れ
た
時
代
背

景
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
私
が
注
目
す
る
の
は
、
木
下
順
二

の
戯
曲
を
英
訳
し
て
『
愛
国
者
と
裏
切
り
者
』
と
い
う
英
語

の
本
に
収
め
た
米
国
人
た
ち
が
、
木
下
の
描
い
た
「
オ
ッ

ト
ー
」
尾
崎
秀
実
を
、
原
爆
を
作
っ
た
物
理
学
者
オ
ッ
。
ヘ
ン

ハ
イ
マ
ー
の
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
の
も
と
で
の
苦
悩
と
重
ね
あ

わ
せ
て
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
２
０
０
９

年
の
訳
で
す
か
ら
、
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
受
賞
映
画
の
十
年
以
上

前
で
す
。
最
近
で
は
ロ
シ
ア
で
「
第
二
の
ゾ
ル
ゲ
・
ブ
ー
ム
」

で
す
。
プ
ー
チ
ン
が
ゾ
ル
ゲ
を
「
愛
国
英
雄
』
と
し
て
讃
え

た
直
後
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
が
始
ま
り
ま
し
た
。
愛
国
か
売

国
か
の
苦
悩
を
孕
む
ゾ
ル
ゲ
事
件
の
神
話
は
、
戦
争
が
近
づ

く
と
甦
る
の
で
す
。

ｌ
「
尾
崎
Ⅱ
ゾ
ル
ゲ
研
究
会
」
は
２
０
２
２
年
ｎ
月
設
立

で
す
が
、
経
緯
は
何
で
す
か
。

加
藤
 
「
日
露
歴
史
研
究
セ
ン
タ
ー
」
の
メ
ン
バ
ー
が
高
齢

化
し
娼
年
に
解
散
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
そ
の
成
果
を
受
け

継
ぎ
、
若
い
世
代
に
伝
え
て
い
こ
う
と
い
う
の
が
趣
旨
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使
し
て
資
料
を
収
集
、
保
存
し
、
国
際

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
っ
て
研
究
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

ｌ
会
員
は
何
人
ぐ
ら
い
お
ら
れ
る
ん
で
す
か
。

加
藤
メ
ー
ル
で
連
絡
が
つ
い
て
い
る
の
は
、
海
外
を
含
め

て
１
０
０
人
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
・
私
の
個
人
ホ
ー
ム
・
ヘ
ー

ジ
「
ネ
チ
ズ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
」
に
ニ
ュ
ー
ス
や
資
料
が
あ
る

名
誉
回
復
に
よ
っ
て
ソ
連
側
か
ら
も
、
米
国
ウ
ィ
ロ
ビ
ー

報
告
と
は
別
の
資
料
が
出
て
き
た
。
こ
の
頃
、
み
す
ず
書
房

か
ら
『
現
代
史
資
料
ゾ
ル
ゲ
事
件
』
と
い
う
日
本
側
の
警

察
・
裁
判
資
料
集
も
出
始
め
て
、
帥
年
代
半
ば
か
ら
、
本
格

的
な
研
究
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
『
オ
ッ
ト
ー
と

呼
ば
れ
る
日
本
人
』
は
、
そ
の
直
前
舵
年
が
初
演
で
す
か
ら
、

そ
の
後
の
研
究
成
果
は
反
映
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
木
下
順
二

の
戯
曲
は
、
２
０
０
９
年
に
ア
メ
リ
カ
の
日
本
文
学
研
究

者
に
よ
る
英
語
訳
が
弓
胃
ご
房
四
目
国
昌
ｏ
易
（
愛
国
者
と
裏

切
り
者
）
」
と
い
う
本
に
収
録
さ
れ
て
出
て
い
ま
す
が
、
中
国

語
訳
は
な
い
ん
で
す
か
。

ｌ
中
国
語
訳
は
聞
い
た
こ
と
な
い
で
す
ね
。

加
藤
上
海
時
代
に
つ
い
て
は
今
、
中
国
で
新
し
い
研
究
が

出
て
き
て
い
ま
す
。
ゾ
ル
ゲ
、
尾
崎
、
ス
メ
ド
レ
ー
た
ち
の

活
動
の
等
ハ
ッ
ク
に
中
国
共
産
党
が
い
て
、
周
恩
来
が
指
導
者

で
し
た
。
周
恩
来
と
ゾ
ル
ゲ
の
会
見
記
録
も
出
て
き
ま
し
た
。

ｌ
尾
崎
の
理
想
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

加
藤
日
本
も
含
め
た
世
界
の
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
連
帯

の
ユ
ー
ト
ピ
ア
で
し
ょ
う
。
尾
崎
秀
実
は
、
ソ
連
と
共
産
主

義
化
し
た
中
国
・
日
本
を
加
え
た
ア
ジ
ア
を
夢
見
て
。
そ
れ

を
当
時
論
じ
ら
れ
て
い
た
東
亜
協
同
体
と
重
ね
合
わ
せ
て
考

え
て
い
た
の
で
す
。

ｌ
ソ
連
の
崩
壊
で
新
た
な
資
料
が
大
量
に
出
て
き
た
の
が

大
き
い
よ
う
で
す
ね
。

加
藤
 
研
究
環
境
が
変
わ
り
、
事
件
へ
の
見
方
も
違
っ
て
き

ま
し
た
。
世
界
的
に
は
ゾ
ル
ゲ
が
主
人
公
で
尾
崎
は
〃
第
２

バ
イ
オ
リ
ン
〃
で
す
。
木
下
順
二
が
戯
曲
を
執
筆
し
た
の
は
、

敗
戦
直
後
の
尾
崎
の
書
簡
集
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
か
ら
、
冷
戦
下

で
ウ
ィ
ロ
ビ
ー
報
告
の
「
赤
色
ス
パ
イ
」
説
が
支
配
的
に
な
っ

た
局
面
で
す
。
“年
の
ソ
連
で
の
ゾ
ル
ゲ
の
名
誉
回
復
以
前

ほ
か
、
事
務
局
長
の
愛
知
大
学
鈴
木
規
夫
教
授
の
研
究
室
を

窓
口
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ

さ
い
。
＊

Ｉ
加
藤
先
生
は
細
菌
兵
器
開
発
に
関
わ
っ
た
旧
陸
軍

７
３
１
部
隊
の
こ
と
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。
先
生
の
著
作

を
見
る
と
、
歴
史
の
中
で
隠
さ
れ
た
秘
密
と
か
真
実
を
明
る

み
に
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
世
の
た
め
人
の
た
め
、

″国
際
歴
史
探
偵
〃
と
し
て
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
祈
念
し
て

お
り
ま
す
。

＊
尾
崎
Ⅱ
ゾ
ル
ゲ
研
究
会
事
務
局

》
愛
知
大
学
名
古
屋
校
舎
鈴
木
規
夫
研
究
室
気
付

画
〔
）
【
旨
い
昊
○
く
①
彊
？
四
局
三
，
Ｆ
”、
●
弓
薗
ｇ
旨
邑
司
○
印
⑤
、
ョ
農
．
８
ョ

加
藤
哲
郎
か
と
う
・
て
つ
ろ
う

１
９
４
７
年
盛
岡
市
生
ま
れ
。
政
治
学
者
。
尾
崎
Ⅱ
ゾ
ル

ゲ
研
究
会
代
表
。
一
橋
大
学
名
誉
教
授
。
著
書
に
『
ワ
イ
マ
ー

ル
期
ベ
ル
リ
ン
の
日
本
人
ｌ
洋
行
知
識
人
の
反
帝
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
』
『
ゾ
ル
ゲ
事
件
ｌ
覆
さ
れ
た
神
話
旨
７
３
１
部
隊

と
戦
後
日
本
ｌ
隠
蔽
と
覚
醒
の
情
報
戦
』
『
パ
ン
デ
、
、
、
ツ
ク

の
政
治
学
』
な
ど
。
マ
シ
ュ
ー
ズ
『
ゾ
ル
ゲ
伝
』
を
共
訳
。
ゾ

ル
ゲ
事
件
史
料
集
成
』
を
編
集
・
解
説
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
「
加
藤

哲
郎
の
ネ
チ
ズ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
」
（
三
骨
言
呂
画
９
．
言
旦
．
×号
日
当
．

亘
冒
ョ
ｏ
・
耳
且
）
を
主
宰
。

河
野
 
孝
こ
う
の
。
た
か
し

１
９
５
０
年
、
東
京
生
ま
れ
。
文
化
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
演

劇
評
論
家
。
私
年
日
本
経
済
新
聞
社
入
社
。
海
外
駐
在
（
テ

ヘ
ラ
ン
、
カ
イ
ロ
、
ロ
ン
ド
こ
な
ど
を
経
て
妬
年
、
東
京
本

社
文
化
部
で
編
集
委
員
と
し
て
演
劇
・
宗
教
な
ど
を
担
当
。

２
０
１
５
年
に
退
社
後
、
各
種
新
聞
、
演
劇
専
門
誌
「
テ
ア

ト
Ｅ
な
ど
で
劇
評
、
コ
ラ
ム
な
ど
を
定
期
執
筆
。
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